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植物油インキで印刷しています。　再生紙を使用しています。
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平成31年

月３
問合せ

〇ながはま市民活動センター
 長浜市役所〈本庁舎３階〉
 平日  ８時30分～17時15分
 〒526ー8501　八幡東町632

〇北部サテライトセンター
 きのもと交遊館
 水・日曜日  ９時～21時
〒526ー0425 　木之本町木之本1118

　 ６５ー６５２５
　 katsudou@city.nagahama.lg.jp

市民活動に関する事務作業や打ち合わせなどにご利用ください！
紙
表
の
月
今

高齢者や子どもたちが安心し、心地
良く過ごせる場づくりの取組が増えて
きています。前号から引き続き、その
取組の一部を紹介します。

こんな活動してます！ 虎姫子ども体験キャンパス実行委員会

サマーキャンプ・通学合宿・子ども文化祭。虎姫地域では、地
域の小学生を対象にした体験行事があります。この行事の運営を
担うのは、同地域の中高生や大学生。行事を体験した子どもが、
今度はボランティアリーダーとして行事を率います。
この仕組みを作り、総指揮にあたるのが虎姫子ども体験キャンパ
ス実行委員会です。地域の子どもや青少年の自主性や社会性を育
む場をつくろうと、平成12年に発足し、虎姫小学校、虎姫中学校
のPTAのOBや社会教育関係者など現在20～60歳代の18人がメ
ンバーとして関わります。

現在中学生ボランティア「パープル」は38人、高校生大学生ボ
ランティア「クローバー」は22人が登録。体験学習のプログラム
を自分たちで組み立て小学生に実践してもらうのは容易ではない
中で、メンバーは助言のみにとどめ、活動を極力「見守る」姿勢
で全体をフォロー。学校や家庭とは異なる関係を大切にし、地域
で子どもを育てていくことをめざします。
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こんな「居場所」あります！
第２弾～地域のなかでの取組～

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センター
や図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホから
もご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

男性ならではの楽しみ方を
〇えのき男いきいきサロン
「交流の場への男性の参加の少なさ」
が悩みになっている自治会は多い中、
榎木町では、60歳以上男性に特化し
たサロンを平成29年から発足。「同性
だけの気楽さ」のなかで囲碁、将棋、
ゲームなど男性が楽しめる娯楽を盛り
込む。また、流しそうめんの回では、
そうめんを流す道具や器などは伐採し
た竹から手づくりするなど、ものづく
りの醍醐味や達成感を味わえるような
趣向を凝らす。
現在参加対象者は69人で、5人の住

民有志が世話役として運営。世話人代
表の堀内

ほ り う ち

善行
よ し ゆ き

さんは、毎回開催を知ら
せるチラシを対象者宅に配布し、関心
を持ってもらえるよう努めている。

【開催頻度】月１回　第１水曜日午前中
【ところ】榎木町会館
【参加人数】約15人
【参加費】100円

【開催頻度】原則月１回
【ところ】長浜まちづくりセンター

(高田町)など
【参加人数】子ども30～40人と大人
【参加費】大人のみ100円

多世代のふれあいの場に
〇長浜まちなか子ども食堂
長浜地区地域づくり連合会の福祉・

健康部会など約20人が平成28年度か
ら開催。小学生や乳幼児、その保護者な
どを対象に、提供のあった食材で、カレ
ーライス、七輪で焼いた焼きおにぎり
などのメニューを提供する。「子ども学
び座」との共同開催や夏休みの宿題の
時間といった学びと、将棋やカロムな
どの遊びのプログラムを組み込む。ま
た、高学年の子どもは料理の盛り付け
などにも加わり、主体性が持てるよう
にも工夫。
保護者らの参加も歓迎するほか、自

治会や子ども会、マンション住民と企
画することも。交流の輪を徐々に広げ
「大人も子どもも楽しく過ごす地蔵盆
のような時間」としての地域への定着
をめざす。

▲前年に皆で仕込んだ味噌を使っての
田楽作り

▲七輪であぶって焼きおにぎりを作っ
た回は大好評

ローカルフォトアカデミー写真展
トークイベント日程変更
３月17日(日)～24日(日)に開催す

る長浜ローカルフォトアカデミー写真
展会期中の関連行事の日程が変更にな
りました。

【変更後日時】３月23日(土) 13時～15時
【ところ】湖北観光情報センター

(元浜町)
【内　容】

日
く さ

下
か

慶
け い

太
た

さん(電通所属・コピーラ
イター)によるトーク「写真とまちと
商店街」・写真家MOTOKO

も と こ

とローカル
フォトアカデミーメンバーによるトー
クセッション
※参加費・申込み不要

市民活躍課(☎６５－８７１１)問

▲定期的な会議を開き、より良い子どもの育成のあ
り方を模索するメンバー。平成30年には、地域
貢献に励む団体を顕彰する「びわ湖ほのぼの大
賞」の子ども育成部門を受賞。


